
教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識と能力に関する情報 

 

1ディプロマポリシー 

本学は以下のような能力を身につけ、ビューティビジネスの発展に貢献できる実務実践

性が認められた学生で、かつ所定の単位を修得した学生に課程の修了を認定しています。 

①ビューティビジネスの本質であるホスピタリティマインドの実践と近代的な経営理論を

実践し得る能力。 

②ビューティビジネスを構成する精神美・健康美・容姿美・服飾美・生活美・環境美につ

いての深い理解力。 

③ビューティビジネス・産業に関して専門的知識を持つとともに、ビューティビジネスの

経営について実証的・体系的に考察しそれを実践し得る能力。 

④ビューティビジネスの専門職業人に必要とされる知識、および技術者を評価し得る能力。 

⑤ビューティビジネスの養成機関における優れた教育能力・指導力。 

 

本学は、学生が上記の知識及び能力を身につけることを目的としてカリキュラムポリシーを公けにし、

教育課程を編成しています。各科目の到達目標についてはシラバスを参照してください。 

 

 

2 主要科目の特長 

 本学は、基礎科目群として「サービスビジネス基礎科目」「トータルビューティライフ科目」、発展科

目群として「トータルビューティマネジメント発展科目」「トータルビューティスキルビジネス発展科目」

学修の集大成としての「プロジェクト科目群」を設定しています。 

 とくにヒューマンサービス経営学、経営戦略論など経営に携わる者にとって必要な知識をサービスの

観点から学ぶ「サービスビジネス基礎科目」と、美に関する文化・美学・心理学の観点からビューティ

とは何かを紐解くための基礎知識を身につける「ビューティライフ科目」は、ビューティビジネスを学

ぶための基礎となります。 

 この基礎の上に、学生は自身の研究テーマに沿って発展科目を履修し、「プロジェクト科目」であるプ

ロジェクト成果報告を完成させます。 

 

 

3 履修モデル 

 

 学生は各自が設定した研究テーマに沿って横列のビジネスコースを選択し、教員の指導に基づき縦列

の科目を選択します。 

 とくに学修歴に基づき、前提科目の履修を課すこともあります。 



 


